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「まちづくりは大人がするもの」

と思っていませんか？

市では、中高生世代がまちを知り、

自分たちの意見を届ける

「Teensムサカツ」を実施しています。

どんな活動が行われているのか、

様子をのぞいてみましょう。

No.150
季刊むさしの
2025｜夏号

1981年生まれ。武蔵野市在
住。武蔵野美術学園卒業。武
蔵野美術大学卒業後、フリー
のイラストレーターとなる。
国内外の書籍や雑誌、広告な
どで活動中。
https://ryotakemasa.com/
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今号の表紙

本宿東公園（吉祥寺東町4-8）

吉祥寺東町の本宿東公園。この「本宿」という
名称は以前から気になっていました。公園や学
校の名前には使われていますが、地名としては
残っていません。名前から想像すると、かつて
宿場町があったのでしょうか。近くに「本田」
という名の付いた公園もあり、関係がありそう
です。自由研究のテーマにすると面白い発見が
あるかもしれません。
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全 6 回  のワークショップで私たちの声を届けました！
フィールドワークと振り返り

各グループのテーマに沿って、実際に市内にある

施設などに足を運び実地調査。利用者やそこで働

く人たちに話を聞くなどして現状の理解を深めま

した。またグループ内で気付いたことや感想を共

有したり、課題を見つけたり、アイデア・意見を

出し合いました。

知る・学ぶSTEP 22

フィールドワークに向けて準備をしているところ

インタビューの練習をしている様子

武蔵野市における「中高生世代の居場所」「まちのにぎわ

い」「多世代交流」の実情を探るため、3つにグループ分け。

活動の仲間となるメンバーを知るためのアイスブレイク

（雰囲気づくり）を行いながら、フィールドワークに向けて、

市の施策について学んだり関心事を共有したりするなど事

前準備を実施しました。

参加者同士の交流とフィールドワーク準備

出会うSTEP 11
約3カ月にわたってプログラムが実施された令和6年度のTeensムサカツ。実際にどんな活動が行われたのか、
その概要を紹介。また参加者の有志が集まって、活動について振り返りながら、率直な思いを語ってくれました。

Teensムサカツ

「居場所」調査のために、武
蔵野プレイスに行きました。
人がたくさんいて中高生の
「居場所」にはなっているけ
ど、逆に大人気だから席が
取りづらい。そこから「ど
うすれば？」と考えていき
ました。

幸二郎さん

ムサカツのチラシを見て、
友達から「一緒にやって
みよう」と誘われたのが
きっかけです。友達がで�
きて「来年もやろう！」と�
言われ、連続して参加し
ています。

和樹さん

ムサカツに参加した理由は、
図書館に貼ってあったポス
ターを見て、この活動に興
味を持ったからです。どち
らかというと、活動内容に
引かれたというよりは、学
校以外で友達をつくりたか
ったというのが本音。

千夏さん

「多世代交流」をテーマにした
グループで、「今の時代は人
との関わりが薄い」という意
見が多く集まりました。私た
ち10代の世代も、昔のご近
所付き合いのような、“顔が
分かる関係”を求めているん
だと分かりました。

和奏さん

私は武蔵野市が大好き。
学校給食がおいしくて、
まちを歩いても緑が多く
て気持ちがいい。そんな
市に何かお返しがしたい
なと思っていたので、ム
サカツを知って参加して
みました。

和奏さん

自分たちのグループは、「ま
ちのにぎわい」をテーマに商
店街に出掛けました。実際に
商売をしている人から話を聞
くのは初めてのことで、お店
の方も苦労話を含めて本音で
話をしてくれてすごく良い経
験ができました。

理太さん

公募で集まった市内在住・在学の中高生世代が、一つのテーマの
もと、まちの現状を自分たち自身で知り、話し合いの上でより良
いまちになるよう考え、中高生世代の意見を市に伝える活動です。

《いただいた提案は、中高生世代からの意見として市がしっかり受け止めます》

出会う

STEP 1

伝える vol.2

STEP 6

伝える vol.1

STEP 5

動く vol.2

STEP 4

動く vol.1

STEP 3

知る・学ぶ

STEP 2

左から、幸二郎さん（高校1年）、和奏さん
（中学3年）、和樹さん（高校3年）、千夏さ
ん（中学3年）、理太さん（高校1年）
※学年は参加当時

『こんなまちになったらいいな』を市政に『こんなまちになったらいいな』を市政に
〈令和 6 年度テーマ〉

Teensムサカツとは？

参加しました！

Voice

フィールドワーク後の振り返り

フィールドワーク（吉祥寺北コミセン）
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アクションの準備
をするに当たって
は困ったことも。
時間が足りないこ
ともあったし、人
数がうまく集まら
なかったり…。

和樹さん

市への提案を作る
に当たっては、1
回提言するだけじ
ゃ多分伝わりきら
ない。まちを調査
して、何度も伝え
続けるんだという
気持ちでいました
ね。

理太さん

活動を通じて、市に
ただ意見を言うん�
じゃなく、調査をし
たり、実際に活動し
たりすることによっ
て、その必要性や本
気度が相手に伝わる
んだということを教
わった気がします。

和奏さん

どんな人でも参加できる
料理教室を開いて多世代
交流してみようと企画・
実行しました。実際に参
加してくれた人たちを見
て、人とのつながりを求
めている人たちが本当に
一定数いることを実感し
ました。

和奏さん

提案事項を作るだ
けじゃなく、今の
私たちの現状や気
持ちも一緒にちゃ
んと伝えるにはど
うしたらいいのか
すごく考えました。

千夏さん

ムサカツの活動のために、学
校に掛け合って全生徒に実態
調査のアンケートを取った仲
間がいて、とても影響を受け
ました。僕も学校に交渉して、
1学年だけでしたがアンケー
トを取ることに成功。500人
以上から回答を得られたのは
良い経験になりました。

幸二郎さん理太さん

商店街が「まちのにぎわい」
を生む場になるということ
で、地域食堂に行ってお手
伝いをさせてもらいました。
地域食堂にさまざまな人た
ちが集っていることを知り、
「物を売る」だけではない
商店街の別の側面を知るこ
とができました。

Voice

武蔵野プレイス
でのお菓子作り
企画の様子

吉祥寺北コミセン
での座談会の様子

地域食堂の
お手伝いの
様子

市政提案作りの様子 アクションに向けての企画作りの様子

アクション作成・準備

フィールドワークを受けて、自分たちが感じた課題

や興味・関心を持ったことなどをグループ内で話し

合いました。その上で3グループを細分化し、アク

ションの実施に向けた6チームを編成。アクション

を形にするための企画作りを行いました。

動く vol.1STEP 33

アクションの振り返りと
提案作成

これまでの活動から得た自分

たちらしい視点をベースに、

市に対する提案を整理。「こ

んなまちになってほしい（願

い）」「なぜその願いを持った

のか（背景）」「実現に向けた

アイデア（具体案・要望）」を

考えながら、提案時に必要な

発表用のスライドなどを作成

しました。

伝える vol.1STEP 55

アクション実施

自分たちが企画したアクションを

実行しました。「自習室」に関する

アンケート調査、商店街に来るき

っかけづくり、多世代と関わるた

めの場づくりなど、課題解決に向

けたアイデアをもとに実際に自分

たちで行動。頭の中で考えていた

時とは異なる、実行することの難

しさや、周りの協力を経て目的が

かなったときの達成感などを経験

しました。

動く vol.2STEP 44

「自習室」に関す
るアンケートチ
ラシ

ワークショップで私たちの声を届けました！Teens ムサカツ

グリーンパーク商店街をキャンドルで飾り付け
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市長をはじめ来場者と意見交換をしました

来場者からのコメントを付箋に残しました

　「勉強する場所が欲しい」「自分たちが主体的に関わって

何かやりたい」「中高生同士で交流できる場が欲しい」…

各グループの皆さんから直接話を聞いてみると、自己実現

や自己成長などの最終目標を念頭に置いて、それぞれ提案

してくれたのかなと感じました。

　参加してくださった中高生の皆さんの思いや要望はしっ

かりと受け取りました。市としても関係各所に中高生の思

いを伝えたり、中高生の皆さんに必要な情報がきちんと伝

わるように発信方法を工夫したり、できる限りの支援をし

ていきたいと思っています。（当日の講評より）

中高生の
思いを受け取り
できるだけの支援を

小美濃安弘 市長

　Teensムサカツは、最終的に市政に意見を届けるので、ハ

ードルが高いと感じるかもしれませんが、「おしゃべり」を

軸にお互いが知り合うことを大切にしています。同世代が集

まり、一緒にまちに出掛け、今の思いを言葉にすることで、

自分の本心を知ることができる、そんな一面があるように感

じます。ほかにも、学校や家にいるだけでは得られない視点

を持つことができたり、新しい仲間との交流が生まれたり、

Teensムサカツの活動にはさまざまな側面があります。どん

な目的やきっかけでも構いません。興味を持ったら、ぜひ

Teensムサカツに参加してみてください。

　武蔵野市としては、子どもたちが

自分たちの意見を表明する場づくり

や、子どもにも市政に参加してもら

うことを大切に考えています。その

体現の場の一つとしてTeensムサ

カツがあります。届けられた声を真
しん

摯
し

に受け止めて、どう形にしていく

か、子どもたちからのバトンを受け

て大人も知恵を絞っていきたいと思

います。

新しい仲間、新しい
自分自身に出会える場

バトンを受け取り、
市政に生かす

児童青少年課

佐々木さん

市政提案会
「こんな“まち”になったらいいな」を伝えよう

市長をはじめ、市役所のさまざまな部署、商店会など

の関係者を前に、全3グループがこれまでの活動を通

して考えた自分たちの「願い」と「提案」を発表。その

後、各グループが作成したポスターを掲示し、来場者

と意見交換を行いました。最後に市長や教育部長から

各グループに対して感想や意見などが伝えられました。

提案会終了後には、Teensムサカツの修了式が行われ

ました。

伝える vol.2STEP 66

Voice

和樹さん

コミュニケー�
ションをとるこ
とが苦手だった�
自分にとって、
Teensムサカツ
は自分を成長さ
せる良い機会に
なりました！

理太さん

互いに異なる環境
や意見を持ってい
るからこそ、みん
なが本当に熱意を
持って意見を出し
合うことがこんな
に楽しいことなん
だって実感できま
した。

千夏さん

提案が通るかと
いうと難しいん
ですよね。でも
市が私たちと�
ちゃんと向き合
ってくれたのは
うれしかったで
す。新しい友達
もできました！

和奏さん

提案会で市の人
に話があまり通
じなかったこと
は正直残念でし
た。でも意見を
聞いてもらうだ
けでも大きな前
進だったと思い
ます！

活動のゴール
は、意見の採用
ではなく、自分
たちで考えたこ
とを遂行できた
ってこと。それ
が達成できたか
ら「参加して良
かった」です。

幸二郎さん

あなたもムサカツに参加してみよう！
今年度もTeensムサカツを実施します。みんなが暮らす、通う、「武蔵野市」を
もっと良くするために、市ができること、中高生世代の皆さんができることを
話し合ってみませんか。

NPO法人
文化学習協同ネットワーク
Teensムサカツ運営事務局

見尾田さん（左）　大山さん（右）

ワークショップで私たちの声を届けました！Teens ムサカツ

スケジュール

令和６年度の活動内容をまとめ

た報告書ができました。市ホー

ムページにも掲載していますの

で、ぜひご覧

ください。

報告書ができました

日程 会場 内容

第１回 ８月25日（月）

商工会館
市民会議室

ガイダンス、交流会

第２回 ９月21日（日） フィールドワーク、振り返り

第３回 10月19日（日） グループディスカッション、提案作成

第４回 11月23日（日・祝） 市職員との意見交換、提案作成

第５回 12月21日（日）
スイング
レインボーサロン

市政への提案、修了式

募集要項

■テーマ　「こんなまちになったらいいな」を市政に

■対象　　市内在住・在学の中学生・高校生世代

■定員　　30名（超えた場合抽選）

■申込　　7月1日（火）～31日（木）に市ホームページから
申し込みは
こちらから

・�図書カード（参加回数に
より金額が異なります）

・参加証明書

記念品を贈呈します

提案を発表する様子

市ホームページ＊第2回を除き午前10時〜午後5時（予定）、第2回は時間未定
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